
遮熱性や耐候性、防錆性など、
塗料に求められる６役を担う金属屋根外壁用のオールインワン塗料。
優れた防錆性により下塗りが不要になるため、
工期の短縮に貢献します。

シャネツトップワン
Si-JY

弱溶剤形二液金属屋根外壁用
遮熱シリコン系上塗材

遮　熱

【金属屋根(カラー鋼板※・ガルバリウム鋼板・ステンレス・アルミニウム)の標準施工仕様】 ※フッ素鋼板は除く

●劣化し脆弱な部分及び 等は、ディスクサンダー、スクレーパー等により除去する。
●動力工具及び手工具で や劣化塗膜を除去し、残錆箇所に錆処理剤等を塗布する。
●下地調整（ケレン）を行った残 箇所を対象に下塗材を塗装する。
●漏水箇所は予め水が浸入しないように処置し、汚れ、付着物、油脂類等を高圧洗浄、スクレーパーやシンナー等で除去する。
●塗装する下地は、清浄かつ、十分に乾燥させる。

下地調整 製品データ

●雨・強風・結露等の悪天候及びこれらが予想される場合には施工は避けてください。
●5℃以下、湿度85%以上での施工は避けてください。
●使用する前に塗料を十分に撹拌してください。  
●エアレス施工の場合には塗装ロスが大きくなりますので、塗布量の上限値を目安にしてください。 
●上記塗布量及び塗回数は下地の材質・状態等で増える場合があります。
●ウールローラー施工の場合、塗回数が増えることがありますのでご注意ください。
●溶剤系塗料では火災・中毒等のおそれがあるため、保管・取扱いには十分に注意してください。
●全面が発 している場合は、防 下塗材を使用する他材料での金属仕様を推奨します。

工 程 製品名 荷姿 調合比 希釈 塗布量 塗回数 塗装法工 程 内 工 程 間 最終養生
施工間隔（25℃）

●製品については下記までお問合せください。

0.24～0.32kg/㎡

屋根/0～2.1ℓ、外壁/0～0.8ℓ（アステックシンナーDX）

塗布量

可使時間

希　釈

荷　姿

　艶

　色

艶有

アステック標準色22色限定

５時間以内（23℃）

16kgセット（A液：13.6kg、B液：2.4kg）

ver.202408

対応素材
金属屋根（カラー鋼板※・ガルバリウム鋼板・ステンレス・アルミニウム）・
金属サイディング（カラー鋼板※・ガルバリウム鋼板・ステンレス・アルミ
ニウム）・各種旧塗膜　※フッ素鋼板は除く

試験結果
■JIS K 5675　屋根用高日射反射率塗料
『容器の中の状態』『表面乾燥性』『塗膜の外観』『日射反射率』『耐おもり落下性』『鏡面光沢度』『耐酸性』
『耐アルカリ性』『耐湿潤冷熱繰返し性』　全て合格　※社内試験による

■JIS K 5674　鉛・クロムフリーさび止めペイント
『サイクル腐食性』　合格　※社内試験による

製造・販売元　株式会社アステックペイント 本社/〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東3-14-1　9F astecpaints.jp

上塗 

13.6㎏

2.4㎏

17

3

シャネツトップワン
液A　YJ‐iS

シャネツトップワン
液B　YJ‐iS

シーラーレス（下地の が著しいものに関しては、下塗りを使用してください。）

ローラー/
エアレス

０～２．１ℓ
（アステックシンナーDX）

0.24～0.32
㎏/㎡ 7時間以上 24時間以上―2

※ が著しい場合、厳しい環境下においてはケレン後の残 箇所に各種 止め下塗材を塗布してください。

【金属サイディング（カラー鋼板※・ガルバリウム鋼板・ステンレス・アルミニウム）の標準施工仕様】 ※フッ素鋼板は除く

工 程 製品名 荷姿 調合比 希釈 塗布量 塗回数 塗装法工 程 内 工 程 間 最終養生

上塗 

13.6㎏

2.4㎏

17

3

シャネツトップワン
液A　YJ‐iS

シャネツトップワン
液B　YJ‐iS

シーラーレス（下地の が著しいものに関しては、下塗りを使用してください。）

ローラー/
エアレス

０～0.8ℓ
（アステックシンナーDX）

0.24～0.32
㎏/㎡ 7時間以上 24時間以上―2

※ が著しい場合、厳しい環境下においてはケレン後の残 箇所に各種 止め下塗材を塗布してください。

施工上の注意

施工間隔（25℃）



■促進耐候性試験（キセノンランプ式）
YJ‐iSンワプットツネャシ 一般弱溶剤系遮熱シリコン塗料

一般弱溶剤系遮熱ウレタン塗料

試験時間（hr）
※測定値をもとに、グラフをなだらかに調整しております。
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※あくまで試験環境下における実測値であり、耐候性を保証するものではありません。実際の自然ば
く露環境下では、下地の状態、施工方法、気象条件により耐候性は異なる場合があります。

「耐候性・遮熱性」などの上塗材に求められる機能と
「防 性・付着性」などの下塗材に求められる機能を同時に発揮します。

、はYJ‐iSンワプットツネャシ
遮熱性、耐候性、防 性など、塗料に求められる
6役を担う金属屋根外壁用のオールインワン塗料。

太陽光の波長のうち、温度上昇の原因となるのは、近赤外線（波長：780～2500nm）。
シャネツトップワンSi‐JYは、遮熱顔料の使用により、
近赤外線を効果的に反射する塗膜を形成。高い日射反射率で屋根外壁への蓄熱を最小限に抑えます。

■JIS K 5674  鉛・クロムフリーさび止めペイント
サイクル腐食性試験において36サイクルを上回る60サイクル
経過後も塗膜に膨れ、 の発生は見られませんでした。

弱溶剤形 止め用下塗材と
同等の防 性を発揮。

色別の日射反射率 ※あくまでサンプルの色味です。実際の色味とは異なりますので、
必ずアステック標準色／屋根用色見本帳やアステック大判色見本帳をご確認ください。

全日射……全波長域日射反射率のこと。太陽光の波長のうち、紫外線・可視光線・近赤外線
すべての波長域における波長の反射率。

近赤外線…近赤外域日射反射率のこと。太陽光の波長のうち、近赤外線波長域の反射率。

遮熱性比較

様々な下地に対して、
高い付着性を発揮します。
４種類の下地に塗布し、付着性試験を実施。試
験の結果、各下地への付着性は良好であること
が確認されました。

切り込みを入れた塗料の試験体に塩水を噴きかけ、乾燥させた後
の発 や膨れの有無を確認する試験。
※「噴霧→湿潤状態(湿度95±3％)で静置→乾燥」を１サイクルとして試験を実施。

L*値：明度
L*値は白色に近い色
ほど高くなり、黒に近
い色ほど低くなる。

下地の の発生が著しい場合には、下塗りが必要となります。

促進耐候性試験（キセノンランプ式）において
約13～16年（期待耐用年数）経過後も光沢保持率
80%以上を保持。
塗膜の劣化要因である紫外線に対して強い耐候性を
発揮します。

サイクル腐食性試験

一般遮熱塗料 シャネツトップワンSi JY

仕上がりが平滑になるように、流動特性（粘度）を
調整。そのため、凹凸がある下地においても、塗り
ムラや透けの心配がなく、美しい仕上がりの塗膜
を形成します。

一般的な塗装工事は下塗り1回+上塗り2回の計
3工程が必要です。シャネツトップワンSi JYは 止
め兼用の上塗材であるため、上塗り2回で工事を
完了することができ、工期の短縮化に貢献します。

下塗り1回目 止め兼用上塗り1回目

止め兼用上塗り2回目上塗り1回目

上塗り2回目

下塗り工程を省き、
工期を短縮化。

■荷姿：16kgセット（A液：13.6kg、B液：2.4kg）
■塗布量：0.24～0.32kg/㎡
■希釈：屋根/0～2.1ℓ、外壁/0～0.8ℓ（アステックシンナーDX）
■艶：艶有
■色：アステック標準色22色限定
■可使時間：５時間以内（23℃）

【対応素材】
金属屋根（カラー鋼板※・ガルバリウム鋼板・ステンレス・アルミニウム）・
金属サイディング（カラー鋼板※・ガルバリウム鋼板・ステンレス・アルミニウム）・
各種旧塗膜　※フッ素鋼板は除く

製品データ

折板屋根の素地にシャネツトップワンSi JY（トゥルーホワイト）を
塗布後、塗装１回目と２回目の明度を測定。

３種ケレン作業後、 止
め下塗材を塗布すること
でシャネツトップワン

。能可工施をYJ‐iS

隠蔽性試験

塗料を塗布した各種下地に碁盤目状の切り込みを入れ、テープ
を貼り付けたのち、テープを剥ぎ取る試験。テープを剥ぎ取った
後も、塗膜の剥がれが見られない状態＝付着性に優れていると
言える。

付着性試験

60360 120
（サイクル）

一般弱溶剤形 止め下塗材
（鉛・クロムフリーさび止めペイント）

試験前

試験後（60サイクル経過後）

フッ素鋼板ガルバリウム鋼板鉄下地の種類

評価結果 〇（塗装可能） 〇（塗装可能） 〇（塗装可能） 塗装不可※

〇（塗装可能） 〇（塗装可能） 〇（塗装可能） 塗装不可※評価結果

※フッ素鋼板は直接施工不可です。

シャネツトップワン
Si JY

試験体の様子

弱溶剤形
止め用下塗材
試験体の様子

ステンレス

60サイクル後も ・膨れ・
割れの発生なし

■サイクル腐食性試験を元にした防 性比較

弱溶剤形二液 止め
エポキシ系下塗材

シャネツトップワン
Si‐JY

グレー
L*値67

素地  L*値67

がない、または点 程度の場合

の発生が著しい場合

塗装１回目  L*値91

塗装2回目  L*値98白
L*値100

下塗りが必要な場合について

止め下塗り必要

４種ケレン作業後、シャ
施をYJ‐iSンワプットツネ

工可能。

止め下塗り不要

3.防 性 5.付着性

4.作業性
（隠蔽性）

6.工期の
短縮

1.耐候性

2.遮熱性

板ステンレスアルミニニウム）・ニウ

■表面温度比較 ■サーモグラフィーにて撮影 ■表面温度比較

物件データ ●所在地：福岡県春日市不動産事務所　●色：8113 トゥルーホワイト　●施工日：2016年6月29日　●外気温：33.3℃

塗布部分

塗布部分 未塗布部分

未塗布部分 17.2℃の差が生じました。
43.1℃ 60.3℃

17.2℃の差が生じました。
43.1℃ 60.3℃

近赤外線：80.7％（全日射：85.2％）
8113 トゥルーホワイト

近赤外線：61.4％（全日射：42.1％）
9110 クレタグレー

近赤外線：49.2％（全日射：25.5％）
9111 カーボングレー

近赤外線：46.2％（全日射：22.8％）
9112 エバーグリーン

近赤外線：48.7％（全日射：25.5％）
9113 ラセットブラウン

近赤外線：47.2％（全日射：23.6％）
9114 キャビアブラウン

近赤外線：45.1％（全日射：22.7％）
9115 マホガニー

近赤外線：49.4％（全日射：25.8％）
9116 グリーンレイバー

近赤外線：45.3％（全日射：22.1％）
9117 ミッドナイトブルー

近赤外線：45.3％（全日射：23.4％）
9118 バーガンディ

近赤外線：45.1％（全日射：21.5％）
9119 トゥルーブラック

近赤外線：57.6％（全日射：37.7％）
9200 サンドグレイ

近赤外線：73.5％（全日射：64.1％）
9201 シルバーグレイ

近赤外線：48.3％（全日射：26.1％）
9202 チョコレート

近赤外線：70.6％（全日射：49.8％）
9203 スカイブル－

近赤外線：85.3％（全日射：71.5％）
9207 ファウンテンブルー

近赤外線：74.7％（全日射：64.0％）
9208 ペールアクア

近赤外線：81.6％（全日射：66.6％）
9209 クレイ

近赤外線：48.1％（全日射：30.2％）
9013 パワーレッド

近赤外線：59.0％（全日射：51.8％）
9204 ジェイドグリーン

近赤外線：66.9％（全日射：50.6％）
9205 ナチュラルベージュ

近赤外線：67.0％（全日射：48.9％）
9206 アーモンド




